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はじめに
動物介在療法は，疾病等による何らかの機能不全や

障がいを抱える対象者に対し，その機能改善を主たる
目的として行われるものである。この場合，対象者に
与える影響を評価することは，動物そして介助者の介
在を含む療法の場（環境・状況）が対象者の機能改善
を導くことができているかを正しく検査するととも
に，この改善へのより良い提供手段を随時検討すると
いう点において極めて重要である。またこの動物介在
療法・活動・教育における学術領域では，動物を介在
させることについて，より一定の効能を明らかにする
ため，そして様々な症例に対する特徴的な効果をより
明確に示し，臨床領域での更なる応用を目指して研究
が行われている。これらの研究は，多岐にわたる手法
を用いて行われ，それぞれ充実した結果をもって，現
在まで「動物による人の心身の健康への効果」を明ら
かにしてきた。まさに一つ一つ実証を重ねてきたので
ある。しかし，動物介在療法が補完代替療法の一つと
して認識されながらも，医療従事者の十分な理解を
もって臨床領域，すなわち療法まで到達するには未だ
至ってはいない。これは，動物介在の効能について決
定的な，あるいは効果について汎化された一定理論の
乏しさに起因するであろう。しかしこのような動物に
よる人の心身への効果の証明は極めて困難がつきまと
う。本稿では，特に動物介在療法や活動そして教育，
すなわち動物介在介入に関する研究領域における評価
方法とその変遷，また今後期待される新たな評価法に
ついて考えていきたい。

動物介在の効果に関する評価はなぜ難しいのか
今までの多くの研究は，特定の症例（例えば自閉症

や脳性麻痺）に動物を適応させたプログラムを遂行
し，その結果，身体的あるいは精神的な機能が改善し
た……という臨床的，あるいは結果論的なデータを積
み上げてきた。誰もが経験的にも知る“動物による良
い効果”は最終的な結果であり，結果には必ず原因が
ある。これからの本領域の研究は，こうした臨床的

データを積み重ねていくとともに，動物のなにが刺激
として作用するのか，そしてこの刺激が人の心身へ働
きかけるメカニズムとは何なのであろうか，という原
因論についてさらに深化させて言及していくべきであ
る。今まで臨床研究を積み重ねてきたものの，基礎研
究の部分を疎かにしてはその発展は得られないだろ
う。

動物介在療法や活動が与える効果は，極めて多数の
因子によって成り立っている。そして時間（実施期間
等）という因子も含まれ，更に動物による効果の評価
とその原因の証明を複雑にしている。動物を介在させ
た対象者への効果を大別すれば身体的効果，精神的効
果，社会的効果の 3 種が挙げられ，上記の様々な要
因の複雑な作用によって，この 3 種の効果を複合的
に発現させていると考えられる。動物による効果のメ
カニズムに関する基礎理論の構築するにあたって，動
物介在療法・活動の現場において関わるあらゆるファ
クターを想定し分類してみると，大きく考えれば対象
者，そして介在動物，介助者，そして実施環境が挙げ
られる。そしてこれらのサブファクターを考えると，
おおまかに挙げただけでも以下の様に多様に存在す
る。
対象者：�年齢，性別，発達，就学，家族や友人などの

背景，有している疾病や障がいや機能不全と
その程度など

介在動物：�動物種差，品種差，個体差，トレーニング
とその程度など

介助者：�パーソナリティ，実施構成，介助者との会話
などの対象者との接触やその関係性など

実施環境：�気温，湿度，面積，周辺の音や光，介助者
や見学者といった対象者や介在動物と関わ
る者の人数など

時間：諸活動の実施期間，頻度，活動以外の時間
特に動物を介在させる環境，動物による種差や個体

差，なにより対象者の背景や状態による個人差といっ
た流動的かつ可変的な要因は，“動物のなにが，どの
ように影響を及ぼすのか”という推察を常に困難にさ
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せおり，複数の評価方法によって多面的に証明してい
く必要がある。また，動物介在介入における様々な対
象者に対する効果のなかでも，最も特徴的，特有的な
ものは人の精神へ与える効果であろう。しかし，この
とりわけ目にみえない人の精神に関わる効果につい
て，リアルタイムに変化する心の動きを捉え，明確な
数値化と定量性をもって示すにはことは極めて困難で
あり，研究領域においても，常に議論される問題，そ
して超えなければならない大きな壁である。

評価の実際
この再現性を伴った効果の証明といった難問に対

し，今まで主として諸活動の参加者，その関係者，介
助者そして介在動物を対象とした研究が行われてい
る。そして動物の介入前後における身体機能評価，行
動的データの解析，生理的指標を用いた比較，心理尺
度を用いた評価やアンケート調査が主たる評価方法で
あろう。

身体機能評価には，馬を介在させた場合による報告
が多くみられる。これらの評価は対象者の機能不全に
対して的確に行われるものであり，その改善度の評価
に直結し，また数値的にも表しやすい。

一方で，精神的変化を含む対象者の機能改善に関す
る評価は，不安と興奮の減少，そしてストレス緩和と
いった鎮静効果の評価など様々な角度から行われてい
る。直接的に対象者の気分を評価する心理尺度として
気分尺度（Profile of Mood States：POMS）（Banks 
and Banks 2005）や QOL 測定尺度として GHQ（����Gen�
eral Health Questionnaire）（Deborah 2009），不安尺
度や痛みに関する尺度（Marcus et al 2012）などが見
られる。また，対象者の行動評価は，ビデオ記録・解
析や記述法によって会話数や笑顔などの表情，不安行
動さらには独自に設定した行動課題項目（例えば，馬
の活動ではヘルメットをかぶる，動物に触れる，世話
ができるなど）による対象者の達成度の評価。さらに
は小型高感度加速度センサーロガーによる活動量の測
定といった手法もある。

またこれらの評価と併せて生理学的手法も用いら
れ，血圧や心拍数，さらには自律神経変動測定である
心拍変動解析（渕上他 2012），そして内分泌系ストレ
スマーカーとして唾液中のコルチゾール（Berry et al 
2012），アミラーゼ（内山他 2011），カテコールアミ
ン（Barker et al 2005），クロモグラニン A（Kanamori 
et al 2001）など，いわゆるストレス起因の神経伝達
物質およびホルモンの測定が行われ，心理尺度やアン
ケートによる結果との相関関係をもって対象者の心理
的・生理的反応を評価してきた。また近年，幸福感や
愛着に関わる生理活性物質として注目を浴びているオ

キシトシンの測定も試みられている。Andrea Beetz
らによれば，このオキシトシンシステムは様々な人と
動物の相互作用を説明しうるものであると報告（Beetz 
et al 2012）し，その可能性を示唆している。そして
これらの生理活性物質による評価は，介在動物の選択
やトレーニング，実際の介入前後による動物の生理的
反応評価を目的とし，行動観察と併せて介在動物の評
価においても測定が行われている（Ellen et al 2011, 
J Glenk et al 2014）。

多くの研究者や活動者は，こうした手法を対象に複
数適用させ，各評価法の結果とその関係性から一定の
効果を証明してきた。このとき，様々な評価において
最も重要かつ困難な事は，評価方法自体が対象者や介
在動物に大きな影響を与えてしまってはならないとい
う点である。特に行動的，精神的な変化において，そ
の動因となる内的変化を捉える際の生理学的手法に
は，非侵襲的な手段が求められる。また刻々と変化す
る状況に即時的な反応を示す対象者や介在動物の評価
には，よりリアルタイムな測定も必要となってくる。
さらに，精神的な変化を評価する際，アンケート等を
用いることは非常に有効であるが，どうしても主観的
になりがちで数値化しづらい。このように動物介在の
効果を証明しうる評価を選択し，そしてより客観的に
示すことは，実は非常に困難なことなのである。そし
て効果・状況・刺激をそれぞれ分類し評価の上，多元
的に解釈してく必要がある。

新たな指標，評価法の必要性
前述したように動物による効果は身体的，精神的，

社会的効果という形でおおよそ分けることもできる
が，これらは単体として発現するわけではなく常に複
雑に絡み，結果として対象者の心身に影響を与えてい
る。このとき，人の心や体を支配する部位は脳であ
る。この脳という行動や精神活動の司令塔の活動を直
接的に測定することは，心身の効果の根幹に迫ること
といえないだろうか。

近年，直接的かつ非侵襲的，そしてリアルタイムに
脳の賦活・鎮静を捉えるための技術，装置の開発が進
み， 近 赤 外 分 光 法（Near Infrared Spectroscopy：
NIRS）といった手段が注目されつつある。NIRS の
優れた点は，fMRI や PET と比べて 1）微弱な近赤外
線を使用しているため，無侵襲である。2）小型で装
置を移動することができ，特殊な検査室を必要としな
い。3）被検者を寝台に固定する必要がなく，自然な
状態で計測できるといった点にある（井上 2010）。一
般的に NIRS による脳機能評価は，認知課題として画
像や音声刺激等を与えた時の脳機能の反応を捉える
が，この刺激を動物に置き換えて人に提示した研究は
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ほとんどない。動物の介在による精神変化と付帯する
生理的変化を捉えようとするとき，NIRS による脳機
能の測定はその装置の仕様や利点も併せて考えると，
優れた手法であるといえる。

またこの脳機能測定を行う脳部位について，特に前
頭前野に筆者らは着目している。前頭前皮質は感覚器
を通して体の内外から受け取る様々な刺激を統合・整
理し指令を出す部位である。計画立案，将来予測，情
動抑制，ワーキングメモリ，意欲や思考，他者との交
流・自己・意識といった様々な高次精神機能を司り，
人が人らしく生きるための知性や心の座となる脳部位
である。Watanabe らの報告では，他者理解，コミュ
ニケーションに関する障害である自閉症スペクトラム
患者において，内側前頭前野の活動低下を示唆してい
る（Watanabe et al 2012）。この脳部位の活動を捉え
ることは，動物による人の精神への影響と変化の原因
を突き詰めることにおいて極めて重要な意味を持つと
考えられる。様々な介在動物の視覚刺激，触覚刺激等
に対する前頭葉前野の活性を測定するとともに，各種
心理尺度や行動観察，あるいはその他の生理学的手法
等を用いた複合的な測定を行い，これらの結果の関係
性を明らかにすることで，動物による人の心身への効
果の要因とそのメカニズムについて更なる核心へと近
づくものと考えている。

終わりに
良いものは良い，効果があるものはとにかく試そう

という姿勢は極めて大切であり，こうした考えをもっ
て欧米諸国では動物介在療法・活動が発展を続けてい
る。しかし我が国では事情が異なり，この社会的普及
においては原因論の不明さがその普及の妨げになって
いるとも考えられる。すなわち，この原因論の乏しさ
は①誰に対しても説得性を伴った説明ができず，②ク
ライアントをはじめ，社会一般にも明示でなければ，
発展と普及には不可欠な経済には結びついていかな
い。そして③動物を介在させる際の手法について科学
的根拠をもった手引（マニュアル）が作成もできな
い。動物と人を扱う本領域では，その対象に合わせた
臨機応変な対応とより効果を促進していくための内容
の模索は常に必要となるが，科学的根拠を基盤とした
手引の不足は，実際の現場においてこの内容を模索す
る際に頼るべき指針がなく，その実施も介在者個人の
知識と技術そして経験にのみ依存してしまう。また介
在者間の統一性を持つことも難しくなる。さらに④こ
うしたマニュアル化と統一化ができなければ，結果と
して再現性，効果の信頼性に乏しくなり，本領域にお
ける専門家育成のための教育や資格化も困難になる。
そして最も危惧すべき点は，⑤医療分野との連携が不

可欠である動物介在療法において，医療従事者が動物
による効果を確信し，治療・改善に対する明確な意図
をもって患者にこの療法を適用することができない。
といった望ましくない結果を生み出してしまう可能性
もある。

本稿は簡単に動物介在介入の評価法について簡単に
まとめ，そして新たな生理的指標として脳機能活性測
定による NIRS の有用性を考えてみた。これからも動
物による効果のなかでも特徴的な「心の動き」を捉え
るための評価法の検討は続いていくだろう。しかし動
物介在介入の発展を考えたとき，臨床データの積み重
ねとともに，いわゆる“癒やし”と呼ばれる精神的，
感覚的変化と動物との関係性をより客観的，定量的に
示し，様々な人の心身へ恩恵を与える動物の効果に関
する基礎理論の構築は急務であろう。
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